
畿
・
山
陰
地
域
で
確
認
さ
れ

ま
す
。

　

最
も
古
い
茶
戸
里
体
系

は
、
茶
戸
里
遺
跡
の
環
権

「
大
」
の
2
分
の
1
の
質
量

と
な
る　

・
6
3
5
g
が
基

11

準
で
、
石
川
県
の
八
日
市
地

方
（
よ
う
か
い
ち
じ
が
た
）

遺
跡
か
ら
は
、
韓
半
島
と
の

つ
な
が
り
を
示
す
遺
物
と
共

に
、
茶
戸
里
遺
跡
の
環
権

（
大
）
と
同
じ
質
量
の
石
製

円
筒
権
が
見
つ
か
っ
た
た

め
、
朝
鮮
半
島
と
の
交
易
の

中
で
伝
わ
っ
た
と
み
ら
れ
ま

す
。

　

須
玖
権
も
茶
戸
里
体
系
に

な
り
、
こ
の
再
発
見
で
新
た

な
波
紋
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
須
玖
タ
カ
ウ
タ

遺
跡
5
次
調
査
3
号
土
坑

（
ど
こ
う
）
か
ら
出
た
円
筒

権
は
、
滑
石
（
か
っ
せ
き
）

製
の
小
銅
鐸
（
し
ょ
う
ど
う

た
く
）
鋳
型
（
い
が
た
）
を

円
筒
形
に
再
加
工
し
た
権

で
、
一
緒
に
出
た
土
器
か
ら

弥
生
時
代
中
期
前
半
で
す
。

滑
石
は
、
初
期
の
鋳
型
に
使

わ
れ
、
須
玖
権
の
い
く
つ
か

は
滑
石
製
の
鋳
型
を
作
り
直

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
中

期
後
半
と
さ
れ
た
茶
戸
里
体

系
が
、
中
期
前
半
ま
で
古
く

な
り
ま
し
た
。
須
玖
権
は
日

本
列
島
の
青
銅
器
生
産
導
入

期
の
須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡

や
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後

期
の
青
銅
器
生
産
遺
跡
で
あ

る
須
玖
坂
本
B
遺
跡
周
辺
で

見
つ
か
る
た
め
、
青
銅
器
生

産
技
術
と
共
に
「
は
か
り
」

も
韓
半
島
か
ら
伝
わ
り
ま
し

た
。
次
に
、
茶
戸
里
体
系
で

未
確
認
だ
っ
た
3
の
倍
数
と

な
る
3
・
6
・
3
0
倍
の
権

が
あ
り
ま
す
。
1
＋
3
＋
6

で　

、　

＋　

＋　

で
1
0

10

10

30

60

0
と
な
る
た
め
、
2
の
累
乗

倍
で
は
な
く
十
進
法
を
使
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
今
回
初

め
て
公
開
す
る　

倍
権
は
そ

10

の
可
能
性
を
よ
り
高
め
ま

す
。

■
棹
秤
権

　

複
数
の
お
も
り
を
使
う
必

要
が
な
い
た
め
、
天
秤
権
と

違
い
素
材
や
質
量
に
統
一
性

は
あ
り
ま
せ
ん
。
素
材
は
青

銅
、
石
、
土
が
あ
り
、
認
定

基
準
で
外
せ
な
い
の
は
、
上

部
に
権
を
吊
り
下
げ
る
た
め

の
鈕
（
ち
ゅ
う
）
や
横
穿
孔

（
よ
こ
せ
ん
こ
う
）
が
あ
る

こ
と
、
も
の
に
よ
っ
て
は
吊

り
下
げ
時
に
権
が
壊
れ
な
い

よ
う
に
緊
縛
（
き
ん
ば
く
）

し
た
紐
（
ひ
も
）
ズ
レ
の
痕

（
あ
と
）が
あ
る
こ
と
で
す
。

石
や
土
製
の
も
の
は
、
過
去

に
鐸
形
（
た
く
が
た
）
の
製

品
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
内
部

に
空
洞
（
く
う
ど
う
）
が
な

く
音
が
鳴
ら
な
い
こ
と
な
ど

か
ら
権
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。
棹
秤
の
場
合
、
権
と
棹

は
セ
ッ
ト
で
、
ど
ち
ら
か
が

欠
け
る
と
計
量
が
出
来
ま
せ

ん
。
棹
は
木
質
で
残
り
に
く

く
、
京
都
府
の
古
殿
（
ふ
る

ど
の
）
遺
跡
か
ら
刻
（
き
ざ
）

み
目
が
つ
く
、
棹
の
可
能
性

が
あ
る
木
材
が
出
た
だ
け
で

す
。
棹
秤
権
は
交
易
の
拠
点

と
な
る
海
村
と
結
び
つ
く
傾

向
が
あ
り
ま
す
。

■
そ
の
後
の
権

　

弥
生
の
天
秤
権
は
、
古
墳

時
代
に
は
姿
を
消
し
ま
す
。
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ペ
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ジ
へ
）

　

皆
さ
ん
は
中
学
生
の
こ
ろ

の
理
科
の
実
験
で
、
上
皿
天

秤
（
て
ん
び
ん
）
を
使
っ
た

経
験
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
権

（
け
ん
）
は
、
は
か
り
（
天

秤
や
棹
秤
（
さ
お
ば
か
り
））

に
使
う
お
も
り
（
分
銅
（
ふ

ん
ど
う
））
で
す
。

　

現
代
で
も
重
さ
を
も
と
に

物
の
売
買
や
料
理
を
し
ま
す

が
、
む
か
し
の
人
た
ち
も
交

易
や
モ
ノ
づ
く
り
に
権
を
使

い
ま
し
た
。

　

近
年
の
調
査
研
究
に
よ
る

と
、
弥
生
時
代
の
人
た
ち
も

権
を
使
っ
て
素
材
な
ど
の
重

さ
を
は
か
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
春
日

市
の
須
玖
遺
跡
群
で
見
つ

か
っ
た
天
秤
権
を
中
心
に
、

弥
生
時
代
の
権
の
形
や
種

類
、
使
わ
れ
た
目
的
を
紹
介

し
ま
す
。
弥
生
人
の
生
活
を

想
像
し
な
が
ら
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
展
覧
会
の
開
催
に
あ

た
り
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資

料
館
名
誉
館
長

武
末
純
一

　

こ
の
記
事
は
、「
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館　

令
和
3
年
度
考
古
企
画
展
：
発
見

　

弥
生
時
代
の
権
―
奴
国
の
王
都
須
玖
遺
跡
群
の
お
も
り
―
」
の
図
録
（
春
日
市
奴
国
の

!!丘
歴
史
資
料
館
、
2
0
2
1
年
8
月　

日
発
行
）
を
、
春
日
市
の
ご
厚
意
に
よ
り
編
集
転

21

載
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
著
作
権
の
関
係
で
図
像
は
、
春
日
市
提
供
の
も
の
の
み
で
す

（
一
部
転
載
あ
り
）。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
編
集
部
）

ご
あ
い
さ
つ

発
見　

弥
生
時
代
の
権　

!!

－

奴
国
の
王
都
須
玖
遺
跡

群
の
お
も
り－

C
h
a
p
t
e
r
1　

権
っ

て
な
に
？

1　

韓
国
で
刻
ま
れ
た
は
じ

め
の
一
歩

2　

日
本
初　

原
の
辻
遺
跡

!!

出
土
の
権

3　

天
秤
権
み
ー
つ
け
た
！

天
秤
権
の
認
定
基
準

C
h
a
p
t
e
r
2　

い
ろ

い
ろ
な
天
秤
権

1　

茶
戸
里
体
系

2　

本
行
・
那
珂
体
系

3　

亀
井
体
系

C
h
a
p
t
e
r
3　

須
玖

遺
跡
群
に
も
あ
っ
た
天
秤
権

1　

最
古
の
権

2　

何
に
使
っ
た
？
須
玖
の

権3　

ど
こ
か
ら
来
た
の
？
須

玖
の
権

4　

な
ぜ
3
倍
、
6
倍
の
権

が
あ
る
の
？

5　

権
以
外
に
も
残
る
十
進

法
？

6　

つ
い
に
見
つ
か
っ
た　
10

倍
の
権
！

C
h
a
p
t
e
r
4　

も
う

ひ
と
つ
の
権－

棹
秤
権－

棹
秤
権
の
認
定
基
準

土
製
の
権

目
次

C
h
a
p
t
e
r
5　

古
墳

時
代
以
降
の
棹
秤
権

出
品
目
録

参
考
文
献

凡
例

・
本
書
は
、
令
和
3
年
8
月

　

日
か
ら
9
月　

日
ま
で
春

21

26

日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

に
お
い
て
開
催
す
る
令
和
3

年
度
考
古
企
画
展
「
発
見
？

弥
生
時
代
の
権－

奴
国
の

王
都
須
玖
遺
跡
群
の
お
も
り

－

」
の
展
示
図
録
で
あ
る
。

・
展
示
お
よ
び
本
書
の
企
画
・

編
集
は
、
武
末
純
一
名
誉
館

長
の
指
導
・
監
修
の
も
と
、

山
崎
悠
郁
子
、
井
上
義
也
、

下
田
詩
織
、
和
田
奈
緒
が

行
っ
た
。

・
本
書
と
展
示
構
成
は
一
部

異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
巻

末
の
出
品
目
録
の
番
号
と
展

示
番
号
は
一
致
す
る
。ま
た
、

参
考
資
料
と
し
て
写
真
の
み

を
掲
載
す
る
も
の
も
あ
る
。

・
本
書
の
掲
載
写
真
の
中
で

外
部
よ
り
提
供
を
受
け
た
も

の
や
報
告
書
か
ら
転
載
し
た

も
の
は
、
提
供
元
・
出
典
を

記
載
し
た
。

「
発
見　

弥
生
時
代
の
権－

奴
国

!!

（
な
こ
く
）の
王
都
須
玖（
す
ぐ
）遺
跡

群
の
お
も
り－

」

■
は
じ
め
に

　

近
年
、
弥
生
時
代
（
以
下
、

弥
生
）
の
権
の
発
見
が
相
次

ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
律
令
体
制

以
後
と
考
え
ら
れ
て
い
た
日

本
の
度
量
衡
（
ど
り
ょ
う
こ

う
）（
度
：
長
さ
、量
：
体
積
、

衡
：
重
さ
）
制
度
が
大
き
く

遡
（
さ
か
の
ぼ
）
り
ま
し
た
。

秤
（
は
か
り
）
は
、
経
済
活

動
（
交
易
）
や
微
細
な
計
量

が
必
要
な
生
産
活
動
（
青
銅

器
製
作
等
）、
政
治
活
動
（
徴

税
）
な
ど
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
も
の
で
す
。
小
さ
な

石
や
土
塊
（
ど
か
い
）
に
し

か
見
え
な
い
権
か
ら
、
私
た

ち
の
祖
先
が
ど
ん
な
社
会
生

活
を
営
ん
で
い
た
か
わ
か
り

ま
す
。

■
重
さ
を
は
か
る
に
は
？

　

西
欧
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
で

は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
の

頃
、
中
国
で
は
春
秋
戦
国
時

代
に
度
量
衡
の
制
度
が
で
き

ま
し
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画

等
に
も
そ
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
中

国
で
は
秦
の
始
皇
帝
が
紀
元

前
2
2
1
年
に
、
国
ご
と
に

異
な
っ
て
い
た
単
位
を
統
一

し
ま
す
。
重
さ
は
、
権
（
お

も
り
）
と
衡
（
さ
お
＝
棹
）

を
使
っ
て
は
か
り
、天
秤（
て

ん
び
ん
）
と
棹
秤
（
さ
お
ば

か
り
）
に
分
か
れ
ま
す
。
天

秤
は
、
片
方
に
は
か
り
た
い

も
の
、
も
う
一
方
に
複
数
の

お
も
り
を
乗
せ
て
釣
り
合
い

を
と
り
、
棹
秤
は
、
棒
に
吊

（
つ
）
る
し
た
1
個
の
お
も

り
を
移
動
さ
せ
て
釣
り
合
い

を
と
り
ま
す
。

■
権
研
究
の
歩
み

　

韓
国
で
は
、
1
9
9
2
年

に
日
本
と
関
係
の
深
い
茶
戸

里
（
タ
ホ
リ
）
遺
跡
1
号
墓

で
出
た
大
・
中
・
小
の
青
銅

製
円
環
が
、
小
の
質
量
（
5
・

2
0
g
）
を
1
と
し
た
時
、

重
さ
が
2
の
倍
数
（
2
の
累

乗
（
る
い
じ
ょ
う
）
倍
）
に

な
る
環
権
（
か
ん
け
ん
）（
天

秤
権
）
と
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
日
本
と
の
貿
易
の
拠
点

（
き
ょ
て
ん
）
だ
っ
た
勒
島

（
ヌ
ク
ト
）
遺
跡
A
地
区
か

ら
出
た
石
製
の
お
も
り
も
棹

秤
権
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
1
9
9
9
年
に

長
崎
県
原
（
は
る
）
の
辻

（
つ
じ
）
遺
跡
で
弥
生
後
期

の
青
銅
製
棹
秤
権
が
出
て
、

2
0
1
2
年
に
は
大
阪
府
亀

井
（
か
め
い
）
遺
跡
か
ら
天

秤
権
（
以
下
、
遺
跡
名
を
付

け
て
呼
称
）、2
0
1
3
年
に

は
鳥
取
県
青
谷
（
あ
お
や
）

上
寺
地
（
か
み
じ
ち
）
遺
跡

で
石
製
の
棹
秤
権
が
再
発
見

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
各
地

で
資
料
の
再
検
討
が
進
ん
で

弥
生
の
権
が
続
々
と
確
認
さ

れ
、
権
の
認
定
の
基
準
や
計

量
の
目
的
な
ど
、
様
々
な
議

論
が
お
こ
り
ま
し
た
。
2
0

1
9
年
に
須
玖
遺
跡
群
で
天

秤
権
が
再
発
見
さ
れ
、
大
き

な
変
化
が
生
じ
ま
す
。
日
本

へ
の
導
入
が
、
弥
生
中
期
後

半
か
ら
中
期
前
半
ま
で
古
く

な
り
、
弥
生
の
人
々
が
十
進

法
を
使
用
し
た
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

■
日
本
列
島
の
弥
生
天
秤
権

　

弥
生
の
天
秤
権
は
、
金
属

や
水
銀
朱（
す
い
ぎ
ん
し
ゅ
）

な
ど
の
素
材
の
計
量
、
交
易

の
場
で
の
使
用
な
ど
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
天
秤
権
は
、
基

準
と
な
る
質
量（
基
準
質
量
）

の
倍
数
と
な
り
多
く
は
石
製

の
円
筒
（
え
ん
と
う
）
形
で

す
。基
準
質
量
の
違
い
か
ら
、

茶
戸
里
体
系
、
本
行
・
那
珂

体
系
、
亀
井
体
系
に
分
か
れ

ま
す
。

　

茶
戸
里
体
系
は
弥
生
中
期

前
半
か
ら
後
期
後
半
の
北
部

九
州
、
北
陸
、
近
畿
、
本
行
・

那
珂
体
系
は
弥
生
中
期
後
半

か
ら
後
期
前
半
の
北
部
九

州
、
亀
井
体
系
は
弥
生
中
期

後
半
か
ら
後
期
前
半
の
近
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史
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年
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再
び
権
が
確
認
さ
れ
る
の
は

古
墳
後
期
（
6
世
紀
）
以
降

の
棹
秤
権
で
す
。『
新
撰
姓
氏

録
（
し
ん
せ
ん
し
ょ
う
じ
ろ

く
）』
は
、
6
世
紀
末
ご
ろ
中

国
の
呉
国
に
派
遣
さ
れ
た
上

毛
野
久
比
（
か
み
つ
け
の
く

ひ
）
が
崇
峻
（
す
し
ゅ
ん
）

天
皇
に
権
を
献
上
（
け
ん

じ
ょ
う
）し
た
と
記
し
ま
す
。

弥
生
時
代
と
古
墳
時
代
の
権

に
ど
ん
な
つ
な
が
り
が
あ
る

か
は
現
段
階
で
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
社
会
構
造
の

変
化
が
大
き
く
関
わ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

（
イ
ゴ
ン
ム
）
氏
で
す
。
韓

国
慶
尚
南
道
昌
原
市
茶
戸
里

（
タ
ホ
リ
）
遺
跡
1
号
墓
か

ら
、
大
・
中
・
小
が
倍
々
の

重
さ
（
2
の
累
乗
倍
）
と
な

る
青
銅
製
円
環
の
天
秤
権

（
環
権
（
か
ん
け
ん
））
と
共

に
、
竹
か
ご
か
ら
筆
や
鉄
製

素
環
頭
刀
子
（
そ
か
ん
と
う

と
う
す
）（
木
の
板
に
書
い
た

文
字
を
削
っ
て
消
す
た
め
の

小
刀
）
や
五
銖
銭
（
ご
し
ゅ

せ
ん
）
が
出
ま
し
た
。
葬

（
ほ
う
む
）
ら
れ
て
い
た
の

は
、
中
国
の
貨
幣
を
扱
い
文

字
を
書
け
る
人
物
で
、
中
国

と
の
交
易
の
中
で
権
を
使
用

し
ま
し
た
。

2　

日
本
初　

原
の
辻
遺
跡

!!

出
土
の
権

　

日
本
列
島
で
は
、
崇
峻
天

皇
の
時
代
に
権
が
中
国
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
と
の
『
新
撰

姓
氏
録
』
の
記
事
か
ら
、
古

墳
時
代
後
期
以
降
に
度
量
衡

の
制
度
が
使
わ
れ
た
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
1

9
9
9
年
に
長
崎
県
壱
岐
市

原
の
辻
遺
跡
か
ら
青
銅
製
の

棹
秤
権
が
発
見
さ
れ
、
弥
生

時
代
に
も
棹
秤
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

権
の
時
期
は
、
青
銅
に
含
ま

れ
る
鉛
同
位
体
比
の
分
析
か

ら
弥
生
後
期
と
み
ら
れ
ま

す
。

3　

天
秤
権
み
ー
つ
け
た
！

須
玖
犬
ス
グ
ち
ゃ
ん
の
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト　

2
の
累
乗
倍
っ

て
な
に
？

　

2
0
1
2
年
に
森
本
（
も

り
も
と
す
す
む
）
晋
氏
は
、

大
阪
府
の
亀
井
（
か
め
い
）

遺
跡
で
1
9
8
1
年
に
出
た

小
さ
な
円
筒
形
の
石
製
品　
10

点
が
、
実
は
天
秤
権
だ
っ
た

と
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
一

番
軽
い
1
点
の
2
・
4
・
8
・

　

・　

倍
の
重
さ
に
な
る
規

16

32

則
性
（
2
の
累
乗
倍
）
が
あ

り
、
権
が
出
た
土
坑
（
ど
こ

う
）
か
ら
は
一
緒
に
水
銀
朱

を
磨
（
す
）
り
潰
（
つ
ぶ
）

す
石
杵
（
い
し
ぎ
ね
）
が
見

つ
か
っ
た
た
め
、
権
は
水
銀

朱
の
計
量
に
使
っ
た
と
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
亀
井
遺
跡
の

権
（
亀
井
権
）
の
発
見
か
ら
、

日
本
列
島
の
弥
生
の
天
秤
権

の
研
究
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。

⑥
高
慢
で
あ
る
こ
と

な
ど
の
意
味
が
あ
る
ん
だ

よ
。弥

生
権
の
研
究
が

は
じ
ま
っ
た

1　

韓
国
で
刻
ま
れ
た
は
じ

め
の
一
歩

　

弥
生
権
に
関
連
し
て
、
最

初
に
権
の
使
用
用
途
に
言
及

し
た
の
は
、
韓
国
の
李
健
茂

（第三種郵便物認可）（9） 2023年（令和 5年）1月1日（日）第3408・09号
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

■
天
秤
と
棹
秤

　

古
代
中
国
で
は
紀
元
前
2

2
1
年
に
秦
の
始
皇
帝
が
、

そ
れ
ま
で
国
ご
と
に
異
な
っ

て
い
た
度
量
衡（
度
：
長
さ
、

量
：
体
積
、
衡
：
重
さ
）
の

基
準
を
統
一
し
ま
し
た
。
衡

は
元
々
穀
物
の
重
さ
を
は
か

る
際
の
単
位
で
、
は
か
り
に

は
権
（
お
も
り
）
と
衡
（
さ

お
＝
棹
）
を
使
い
ま
す
。

　

棹
の
両
端
に
皿
を
吊
る

し
、
片
側
に
は
か
り
た
い
も

の
を
載
（
の
）
せ
、
複
数
の

お
も
り
を
組
み
合
わ
せ
て
は

か
る
天
秤
と
、
棹
に
吊
る
し

た
1
個
の
お
も
り
を
移
動
さ

せ
て
は
か
る
棹
秤
が
あ
り
ま

す
。

■
民
具
（
み
ん
ぐ
）

■
秤
（
は
か
り
）
の
使
い
方

の
違
い
（
図
参
照
）

天
秤
：
複
数
の
お
も
り
を
使

う
（
左
）、
棹
秤
：
お
も
り
の

位
置
を
動
か
す

■
須
玖
犬
す
ぐ
ち
ゃ
ん
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト

「
権
」
に
は
、

①
は
か
り
の
お
も
り

②
臨
機
応
変
の
手
段

③
は
か
り
ご
と

④
支
配
す
る
力

⑤
法
・
定
め
に
よ
っ
て
付
与

さ
れ
た
力

C
h
a
p
t
e
r
1　

権
っ
て
な
に
？

元代售魚圖（崔2021より転載）棹秤（春日市教育委員会）

環権茶戸里遺跡（李他1989より転載）

《
日
本
計
量
新
報
全
紙
面
》

1
月
の
I
D
と
P
W

5
1
5
6
、
X
3
f
Q
H
g
u
e



（第三種郵便物認可） 2023年（令和 5年）1月1日（日）第3408・09号 （10）
1　

茶
戸
里
（
タ
ホ
リ
）
体

系
　

茶
戸
里
体
系
は
、
弥
生
中

期
前
半
か
ら
後
期
に
福
岡
県

か
ら
石
川
県
ま
で
分
布
し
、

基
準
質
量
は
、
茶
戸
里
遺
跡

の
青
銅
製
環
権
の
「
大
」（
質

量　

・
7
3
g
）
の
1
／
2

22
と
な
る　
・
3
6
5
g
で
す
。

11

滋
賀
県
下
鈎（
し
も
ま
が
り
）

遺
跡
か
ら
後
期
後
半
の
青
銅

製
環
権
1
点
（　

倍
）、
石
川

16

県
八
日
市
地
方
遺
跡
か
ら
茶

戸
里
遺
跡
の
環
権
「
大
」
と

同
じ
重
さ
の
細
長
い
石
製
円

筒
権
（　

・
7
6
g
）
が
1

22

点
出
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0

1
9
年
に
は
福
岡
県
須
玖
遺

跡
群
で
石
製
円
筒
権
7
点

（
3
・
6
・　

倍
）
と
石
斧

20

転
用
権
1
点
（　

倍
）
が
再

30

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　

本
行
（
ほ
ん
ぎ
ょ
う
）・

那
珂
（
な
か
）
体
系

　

本
行
・
那
珂
体
系
は
、
弥

生
中
期
後
半
か
ら
後
期
前
半

に
佐
賀
県
と
福
岡
県
で
見
つ

か
り
ま
し
た
。
基
準
質
量
は

4
・
9
0
g
ま
た
は
9
・
8

0
g
で
、
佐
賀
県
本
行
遺
跡

の
権
を
1
倍
と
し
た
時
、
福

岡
県
福
岡
市
那
珂
遺
跡
は
、

2
倍
と
3
倍
に
な
り
ま
す
。

3　

亀
井
（
か
め
い
）
体
系

　

亀
井
体
系
は
、
弥
生
中
期

後
半
か
ら
後
期
前
半
の
近
畿

を
中
心
に
島
根
県
の
古
八
幡

付
近
（
ふ
る
は
ち
ま
ん
ふ
き

ん
）遺
跡
ま
で
広
が
り
ま
す
。

基
準
質
量
は
8
・
6
7
g
で
、

基
準
質
量
の
2
の
累
乗
倍

（
1
・
2
・
4
・
8
・　

・　

・

16
32

　

倍
）
と
2
の
累
乗
倍
に
な

64ら
な
い　

倍
が
出
て
い
ま

48

す
。

C
h
a
p
t
e
r
2

　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
天
秤
権

1　

最
古
の
権

　

須
玖
タ
カ
ウ
タ
遺
跡
5
次

調
査
3
号
土
坑
の
権
は
、
弥

生
中
期
前
半
の
土
器
が
出
た

の
で
日
本
列
島
最
古
の
権

で
、
滑
石
（
か
っ
せ
き
）
製

の
小
銅
鐸
鋳
型
（
し
ょ
う
ど

C
h
a
p
t
e
r
3

　

須
玖
遺
跡
群
に
も
あ
っ
た
天
秤
権

須玖権の出土地点

須玖権（春日市教育委員会）

1号住居跡銅戈鋳型等出土状況　須玖タカウタ遺跡（春日市提供）

う
た
く
い
が
た
）
の
再
加
工

品
で
す
。
3
号
土
坑
と
重
複

す
る
同
時
期
の
1
号
住
居
か

ら
は
多
種
多
様
な
青
銅
器
鋳

型
の
破
片
が
2
8
片
も
見
つ

か
っ
た
た
め
、「
は
か
り
」
も

青
銅
器
生
産
技
術
と
共
に
日

本
列
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
と

み
ら
れ
ま
す
。

2　

何
に
使
っ
た
？
須
玖
の
権

　

円
筒
権
は
、
須
玖
タ
カ
ウ

タ
遺
跡
、
須
玖
岡
本
遺
跡
坂

本
地
区
な
ど
の
青
銅
器
生
産

遺
跡
で
出
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
須
玖
遺
跡
群
で
は
交
易

よ
り
も
青
銅
器
の
生
産
に
伴

い
、
銅
・
鉛
・
錫
（
す
ず
）

な
ど
を
調
合
す
る
際
に
用
い

た
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
他

地
域
に
比
べ
弥
生
中
期
前
半

か
ら
後
期
初
頭
ま
で
茶
戸
里

体
系
が
継
続
す
る
の
も
特
徴

で
す
。

3　

ど
こ
か
ら
来
た
の
？
須

玖
の
権

　

須
玖
遺
跡
群
で
は
、
朝
鮮

最古の権（春日市提供）

須玖岡本遺跡坂本地区青銅器工房跡（春日市提供）

三韓の地図

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

須玖遺跡群出土青銅器・ガラス玉類生産関連遺物（春日市提供）

韓国・馬田遺跡出土無文土器
の実測図（湖南文化財研究
院・全州市2008より転載）



半
島
南
部
の
無
文
土
器
や
三

韓
土
器
の
破
片
が
出
ま
す
。

ま
た
、
朝
鮮
半
島
南
部
の
弁

韓
（
べ
ん
か
ん
）・
辰
韓
（
し

ん
か
ん
）
で
使
わ
れ
た
錨
形

（
い
か
り
が
た
）
鉄
器
が

竹
ヶ
本
B
遺
跡
か
ら
国
内

で
初
め
て
見
つ
か
り
ま
し

た
。
権
は
青
銅
器
生
産
や
こ

れ
ら
の
文
物
と
と
も
に
、
朝

鮮
半
島
南
部
か
ら
伝
わ
り

ま
し
た
。

4　

な
ぜ
3
倍
、
6
倍
の
権

が
あ
る
の
？

　

現
在
の
須
玖
権
は
、1
？
・

3
・
6
倍
と　

・　

倍
の
権

20

30

等
が
あ
る
の
で
、
2
倍
や
、

　

倍
等
の
権
も
あ
っ
た
と
推

60定
で
き
ま
す
。
な
ぜ
、
4
・

5
倍
で
は
な
く
6
倍
の
権
な

の
で
し
ょ
う
か
？
1
倍
と
2

倍
で
3
倍
。
1
倍
と
3
倍
で

4
倍
、2
倍
と
3
倍
で
5
倍
。

1
倍
と
6
倍
で
7
倍
。
2
倍

と
6
倍
で
8
倍
。
3
倍
と
6

倍
で
9
倍
。こ
の
よ
う
に
1
・

2
・
3
・
6
倍
権
で　

倍
ま

10

で
、　

・　

・　

・　

倍
権

10

20

30

60

が
あ
れ
ば
1
0
0
倍
ま
で
効

率
よ
く
重
さ
を
は
か
れ
ま

す
。（
図
参
照
）

5　

権
以
外
に
も
残
る
十
進

法
？

　

熊
本
県
方
保
田
東
原
（
か

（第三種郵便物認可）（11） 2023年（令和 5年）1月1日（日）第3408・09号
（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

1：無文土器　須玖タカウタ遺跡（春日市教育委員会）
2～5：三韓土器　須玖永田A遺跡（春日市教育委員会）

1 2
3

4
5

錨形鉄器　竹ヶ本B遺跡（春日市教育委員会）

10倍 20倍

30倍

6倍 1倍？

？倍

3倍 3倍 3倍

と
う
だ
ひ
が
し
ば
る
）
遺
跡

か
ら
出
た
壺
形
土
器
は
、
頸

（
く
び
）
に
円
文
を
施
し
ま

す
。
そ
れ
を
上
か
ら
見
る
と

円
文
の
数
が
5
つ
、
6
つ
、

…　

と
時
計
回
り
に
1
つ
ず

10

つ
増
え
て
い
き
ま
す
。

　

韓
国
の
下
垈
（
ハ
デ
）
遺

跡
や
良
洞
里
（
ヤ
ン

ド
ン
リ
）
遺
跡
で
は
棒
状
鉄

斧
（
て
っ
ぷ
）
形
の
鉄
素
材

が
、　

本
1
組
の

10

単
位
で
出
て
お

り
、
春
日
市
赤
井

手
遺
跡
の
朝
鮮

半
島
か
ら
持
ち

込
ま
れ
た
鉄
素

材
も
、
本
来
は　
10

本
1
組
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
弥
生

人
が
十
進
法
を

理
解
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る

貴
重
な
資
料
で

す
。

下垈遺跡44号墓　棒状鉄斧形鐵素材
（釜山大学校博物館報告書1997から転載）

鉄素材　赤井手遺跡（春日市教育委員会）

赤井手遺跡鉄素材出土状況（春日市提供）

（
次
号
以
下
へ
つ
づ
く
）

日本計量新報社公式ホームページ
（最新情報はTwitterで、https://twitter.com/keiryoukeisoku）

計量計測データバンク
https://www.keiryou-keisoku.co.jp/

計量計関連の関係法令、行政の動向、団体、
企業、マーケットの動向などを、広く深く早く届
ける。〒110-0006 東京都台東区秋葉原3-7

TEL.03-3251-7088 FAX.03-3251-7084
WEB.https://www.yokotakeiki.co.jp

お取引先に安心していただくための
JCSS校正サービスです。
国内外の企業や各種機関との取引時に
必須となります。
比重計、密度計、酒精計等に関する
さまざまな疑問やお困りごとは、
お気軽にご相談下さい。

比重計、密度計のJCSS校正は
　　　　　　　 弊社校正センターへ

株式会社横田計器製作所校正センターは、認定基準としてISO/IEC17025（JIS Q 17025）を用い、
認定スキームをISO/IEC17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。
JCSSを運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋試験所認定協力機関（APLAC）及び
国際試験所認定協力機関（ILAC）の相互承認に署名しています。

株式会社横田計器製作所



当
時
は
な
に
か
不
明
で
し
た

が
、
研
究
が
進
み
、
石
製
品

は
権
だ
と
わ
か
り
、
須
玖
権

に
は
1
？
・
3
・
6
・　

・
10

　

・　

倍
が
あ
り
、
い
つ
か

20

30

は
2
倍
や　

倍
も
見
つ
か
る

60

で
し
ょ
う
。

■
東
小
田
峯
（
ひ
が
し
お
だ

み
ね
）
遺
跡
の
5
倍
権

　

福
岡
県
筑
前
町
の
東
小
田

峯
遺
跡
か
ら
出
ま
し
た
。
時

期
は
、
採
集
品
の
た
め
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
断
面
が
半
円

の
長
い
円
筒
形
で
、
重
さ
が

　

・
2
2
g
。
茶
戸
里
体
系

57の
基
準
質
量
の
約
5
倍
で

す
。

（第三種郵便物認可） 2023年（令和5年）1月29日（日）第3410・11号 （10）
　

こ
の
記
事
は
、「
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館　

令
和
3
年
度
考
古
企
画
展
：
発
見

　

弥
生
時
代
の
権
―
奴
国
の
王
都
須
玖
遺
跡
群
の
お
も
り
―
」
の
図
録
（
春
日
市
奴
国
の

!!丘
歴
史
資
料
館
、
2
0
2
1
年
8
月　

日
発
行
）
を
、
春
日
市
の
ご
厚
意
に
よ
り
編
集
転

21

載
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
著
作
権
の
関
係
で
図
像
は
、
春
日
市
提
供
の
も
の
の
み
で
す

（
一
部
転
載
あ
り
）。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。（
編
集
部
）

（
2
0
2
3
年
1
月
1
日
号
の
つ
づ
き
）

春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

令
和
3
年
度
考
古
企
画
展

図
録『
発
見　

弥
生
時
代
の 
権 
―

け
ん

 
奴
国 
の

な
こ
く

！！

 
王
都  

お
う
と 
須
玖 
遺
跡
群
の
お
も
り
―
』（
2
）

す　

ぐ

C
h
a
p
t
e
r
3

　

須
玖
遺
跡
群
に
も
あ
っ
た
天
秤
権（
2
）

10倍権の展開写真（春日市提供）

10倍の権（春日市提供）

6　

つ
い
に
見
つ
か
っ
た　
10

倍
の
権
！

　

1
9
8
9
年
の
須
玖
岡
本

遺
跡
岡
本
地
区
5
次
調
査
で

包
含
層
（
ほ
う
が
ん
そ
う
）

か
ら
出
た
楕
（
だ
）
円
柱
形

の
不
明
石
製
品
は
、
須
玖
権

を
検
討
す
る
中
で
、
重
さ
が

約
1
1
9
・
3
g
と
わ
か
り

ま
し
た
。
須
玖

権
の
基
準
値
は

　

・
3
6
5
g

11な
の
で
、
1
1

9
・
3
g
（
誤

差
も
含
む
）
は

そ
の　

倍
に
な

10

り
ま
す
。
発
掘

C
h
a
p
t
e
r
4

も
う
ひ
と
つ
の
権－

棹
秤
権－

　

棹
秤
権
の
多
く
は
、
弥
生

中
期
後
半
以
降
に
西
日
本
を

中
心
に
分
布
し
ま
す
。
材
質

は
石
製
、
土
製
、
青
銅
製
と

様
々
で
す
。

　

原
の
辻
権
に
続
い
て
2
0

1
3
年
に
武
末
純
一
氏
（
当

館
名
誉
館
長
）
は
こ
れ
ま
で

銅
鐸
（
ど
う
た
く
）
形
石
製

品
と
さ
れ
た
青
谷
上
寺
地
遺

跡
の
3
点
を
棹
秤
権
と
し
、

そ
の
後
も
各
地
で
類
例
が
増

え
ま
し
た
。
棹
秤
権
は
天
秤

権
と
異
な
り
、
基
準
と
な
る

重
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
紐
を

通
し
て
棹
に
吊
り
下
げ
る
た

め
の
穴
と
、
紐
ズ
レ
痕
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
の

古
殿
遺
跡
で
は
棹
の
可
能
性

が
あ
り
、
約
8
㎝
の
間
隔
で

直
線
状
の
刻
み
を
付
け
た
木

製
品
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。

■
棹
秤
権
の
認
定
基
準

（
下
図
参
照
）

土
製
の
権
と
鐸
形

銅
製
品

■
土
製
の
権
―
古
殿
遺
跡
―

（
写
真
な
し
）

■
鐸
形
土
製
品
（
駿
河
Ａ
遺

跡
〔
空
洞
あ
り
〕：
写
真
）

　

辻
川
哲
朗
（
つ
じ
か
わ
て

つ
ろ
う
）
氏
は
、
銅
鐸
形
土

製
品
と
さ
れ
る
も
の
の
う

ち
、
内
部
に
空
洞
が
無
く
、

音
の
な
ら
な
い
も
の
は
土
製

の
権
で
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
、
輪
内
遼
氏
は
朝

鮮
半
島
の
古
い
時
期
の
権
と

形
態
が
似
る
た
め
、
福
岡
市

の
東
那
珂
遺
跡
の
土
製
権
が

弥
生
前
期
後
半
か
ら
中
期
前

半
と
な
る
可
能
性
を
考
え
ま

し
た
。

駿河A遺跡（春日市教育委員会）

C
h
a
p
t
e
r
5

古
墳
時
代
以
降
の
棹
秤
権

　

古
墳
時
代
以
降
の
権
と
弥

生
権
は
系
統
が
異
な
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
中
国
で
後
漢

が
崩
壊
し
王
朝
が
分
裂
し
た

影
響
の
た
め
で
す
。
隋
・
唐

で
は
度
量
衡
を
再
統
一
し
、

権
衡
は
日
本
列
島
で
律
令
制

（
り
つ
り
ょ
う
せ
い
）
が
始

ま
る
古
墳
時
代
終
末
期
以
降

に
再
び
日
本
に
本
格
的
に
導

入
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
平
野
で
は
、
福
岡
市

の
比
恵
（
ひ
え
）
遺
跡
群
第

　

次
調
査
で
6
世
紀
末
か
ら

557
世
紀
前
半
の
権
が
確
認
で

き
、
7
世
紀
以
降
に
は
福
岡

市
や
大
野
城
市
、
太
宰
府
市

な
ど
で
類
例
が
増
え
ま
す
。

材
質
は
、石
、瓦（
か
わ
ら
）、

青
銅
、
鉛
、
土
製
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
石
製
（
写
真
な
し
）

棹
秤
権
：
柏
原
G－

1
号

墳
、棹
秤
権
：
比
恵
遺
跡
群
、

棹
秤
権
：
海
ノ
中
道
遺
跡
、

棹
秤
権
：
牛
頸
日
ノ
浦
遺
跡

群
、
棹
秤
権
：
仲
島
遺
跡

■
土
製
（
土
師
質
）（
写
真
な

し
）

棹
秤
権
：
牛
頸
野
添
遺
跡
群

■
土
製
（
須
恵
質
）（
写
真
な

し
）

棹
秤
権
：
牛
頸
本
堂
遺
跡
群

■
瓦
製
（
転
用
品
）（
写
真
な

し
）

棹
秤
権
：
大
宰
府
条
坊
跡　
65

次■
青
銅
製
（
写
真
な
し
）

棹
秤
権
：
大
宰
府
条
坊
跡　
89

次※
出
品
目
録
、
参
考
文
献
、

文
化
財
保
存
活
用
の
志
は
掲

載
を
省
略
し
ま
し
た
。

いち早く、計量計測関連情報をキャッチする

計量計測データバンク
https://www.keiryou-keisoku.co.jp/
計量法、計量計測機器、計量団体情報、コラム、寄稿などなど
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更
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毎
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更
新
！ TTww

iitttteerr

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
量量量量量量量量量量量量量量量量量量量量
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
測測測測測測測測測測測測測測測測測測測測
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ

計
量
計
測
デ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
クククククククククククククククククククク

タ
バ
ン
ク
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』


	ごあいさつ
	目次
	「発見　弥生時代の権－奴国!!（なこく）の王都須玖（すぐ）遺跡群のおもり－」
	■はじめに
	■重さをはかるには？
	■権研究の歩み
	■日本列島の弥生天秤権
	■棹秤権
	■その後の権

	Chapter1　権ってなに？
	■天秤と棹秤
	■民具（みんぐ）
	■秤（はかり）の使い方の違い（図参照）
	■須玖犬すぐちゃんワンポイント
	弥生権の研究がはじまった
	1　韓国で刻まれたはじめの一歩
	2　日本初　原の辻遺跡!!出土の権
	3　天秤権みーつけた！須玖犬スグちゃんのワンポイント　2の累乗倍ってなに？


	Chapter2　いろいろな天秤権
	1　茶戸里（タホリ）体系
	2　本行（ほんぎょう）・那珂（なか）体系
	3　亀井（かめい）体系

	Chapter3　須玖遺跡群にもあった天秤権
	1　最古の権
	2　何に使った？須玖の権
	3　どこから来たの？須玖の権
	4　なぜ3倍、6倍の権があるの？
	5　権以外にも残る十進法？
	6　ついに見つかった　10倍の権！
	■東小田峯（ひがしおだみね）遺跡の5倍権

	Chapter4　もうひとつの権－棹秤権－
	■棹秤権の認定基準
	土製の権と鐸形銅製品
	■土製の権―古殿遺跡―
	■鐸形土製品（駿河Ａ遺跡〔空洞あり〕


	Chapter5　古墳時代以降の棹秤権
	■石製
	■土製（土師質）
	■土製（須恵質）
	■瓦製（転用品）
	■青銅製




